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今
年
の
夏
に
大
阪
で
行
わ

れ
ま
し
た
西
医
体
で
男
子
バ

レ
ー
部
は
準
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
春
に
行
わ

れ
た
九
山
優
勝
か
ら
引
き
続

き
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

去
る
10
月
17
日
（
土
曜
）、

「
第
1
回
全
日
本
医
学
生

C
P
R
選
手
権
大
会
」に
て
、

我
が
長
崎
大
学
F
L
A
N
が

第
3
位
と
い
う
好
成
績
を
残

し
ま
し
た
！
本
大
会
は
、
全

国
の
医
学
部
学
生
の
心
肺
蘇

生
技
能
向
上
を
目
的
に
、
日

本
救
急
学
会
主
催
で
今
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
大
会
で

す
。
1
チ
ー
ム
5
名
で
、
胸

骨
圧
迫
＋
人
工
呼
吸
の
手
技

で
争
い
ま
す
。
評
価
は
人
で

は
な
く
、
機
械
に
よ
っ
て
客

観
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
試
合

は
、3
ゲ
ー
ム
あ
り
、1
名
・

1
名
・
3
名
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
2
分
・
2
分
・
10
分

間
の
手
技
を
行
い
ま
す
。

　

8
月
、
全
国
6
カ
所
に
て

各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
が
行
わ

　

こ
の
結
果
を
残
す
ま
で
全

て
が
順
調
に
い
っ
て
い
た
わ

け
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

九
山
前
に
神
戸
に
て
行
わ
れ

た
大
会
で
は
一
点
の
重
さ
に

泣
き
得
失
点
差
で
予
選
リ
ー

グ
で
敗
退
を
し
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
し
、
西
医
前
の

練
習
試
合
で
も
自
分
た
ち
の

や
り
た
い
プ
レ
ー
が
で
き
ず

負
け
る
こ
と
も
あ
り
チ
ー
ム

と
し
て
も
モ
ヤ
モ
ヤ
し
、
辛

い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
で
も
チ
ー

ム
み
ん
な
が
大
会
に
向
け
て

同
じ
方
向
を
向
き
真
摯
に
バ

レ
ー
に
取
り
組
ん
だ
お
か
げ

で
長
大
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す

る
こ
と
が
で
き
こ
の
よ
う
な

成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
は
長
大
は
西
日
本

の
中
で
も
1
番
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
声
を
出
し
一
点
一
点

を
喜
ぶ
チ
ー
ム
で
す
。
そ
れ

は
練
習
の
時
か
ら
意
識
し
て

お
り
、
学
年
問
わ
ず
チ
ー
ム

れ
、
長
崎
大
学
F
L
A
N
を

含
む
、
上
位
15
校
が
決
勝
戦

へ
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
。
胸

骨
圧
迫
は
や
っ

た
こ
と
の
あ
る

人
な
ら
分
か
る

と
思
い
ま
す

が
、
実
は
か
な

り
の
体
力
を
使

う
ん
で
す
よ
ね

…
2
分
間
は
か

な
り
気
が
遠
く

な
り
ま
す
。

F
L
A
N
は
見

事
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
見

事
な
第
3
位
と

な
り
ま
し
た
！

同
じ
大
学
医
学

部
に
所
属
す
る

全
員
が
声
を
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
長
大
の
特
徴
は
雰

囲
気
で
流
れ
が
変
わ
り
や
す

い
バ
レ
ー
に
お
い
て
強
い
武

器
で
あ
り
九
山
、
西
医
で
勝

つ
こ
と
が
で
き
た
勝
因
の
1

つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
九
山
、
西
医
の
際
に

い
た
だ
い
た
O
B
O
G
の
先

生
方
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
ご
応
援
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム

も
西
医
後
か
ら
変
わ
っ
て
新

し
く
な
り
、
新
し
い
チ
ー
ム

で
も
引
き
続
き
良
い
結
果
を

報
告
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
ね
。

医
学
部
救
急
医
療
系
サ
ー
ク
ル

F
L
A
N
が
全
日
本
医
学
生
C
P
R

選
手
権
大
会
、
第
3
位
!!!

西
医
体
男
子
バ
レ
ー
部
準
優
勝

長大祭2015長大祭2015 医学部生も参加した長大祭！！
参加されている皆さんを取材させて
いただきました！！

　学園祭といえば、やはり屋台！！いくつかの部
活の皆さんが出店されていました。ポップコー
ンやはしまき、フランクフルトのような定番の
ものや、ハリケーンポテトなど聞いただけでは
わからないユニークなものまで商品として扱っ
ていました。

バド部の一年生たち 訪問販売する硬テ部

焼き鳥を焼く軟テ部 ？ポーズの剣道部

屋　台
といえば やはり屋台！！いくつか

屋　台

　正門をくぐってすぐのロータリーで、
子供たちだけでなく、大人までも足を
とめてしまう魔法のような技を繰り出し
ていた。何が驚くべきかわからないが、
驚くべきことが目の前でおこっていた。

ジャグリングジャグリング

　会場のあるも
のは足でリズム

をとり、

あるものは手や
体を振り感情の

高ぶり

を示す。そして
あるものはその

高ぶり

でステージにあ
がる。それをス

テージ

上のバンドマン
達が先導する。

彼らは

いつしか一つに
なり、最高の時

間を過

ごした。

軽音LIVE
会場のあるもの

は足でリズムを
とり、

振り感情の高ぶ
り

軽音LIVE

　日が沈み夜風も寒くなってきた
頃、大学の隅であたたかい光を見
つけた。たくさんの医学部美術部
お手製のキャンドル達。見とれて
時を忘れて眺めていた人も少なか
らずいたであろう。

キャンドル点灯会
　日が沈み夜風も寒くなってきた

キャンドル点灯会
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こんにちは。女子バレー部元キャプテン
の白井です。女バレは今までに、西医体
で最終日に残ったことがないということ
で、今年は「難波へ行こう（=ベスト4進
出）」を目標として掲げて毎日毎日練習
に励んできたので、ベスト4止まりでは
ありますが、この結果はとても嬉しいで
す！！これからも、歴史をどんどん塗り
替えていけるように頑張ります！

バレー女子 ４年　白井さや香

今年の西医体では、去年に引き続
きベスト8という結果でした。来年
こそは、新主将の木下のもと、悲願
の西医体優勝、そして九山３連覇
を成し遂げてくれると信じていま
す。多くの人にご声援をいただき、
大変幸せな１年間でした。ありがと
うございました。これからも硬式テ
ニス部をよろしくお願いします。

硬式テニス男子 ４年　塚本康二
ソフトテニス部です！
今年度の西医体は3位という結果で
した。目標の優勝には手が届きま
せんでしたが、OBOGの先生方をは
じめとするたくさんの人々の支えが
あったからこそ、3位という結果を
もぎ取ることができたと思います。
チームはまだまだ発展途上。これ
からも精進していきます！

軟式テニス男子 ４年生　宮崎修平

今回の西医体は1年生も含めて新メ
ンバーでの戦いとなり気合い十分
で挑みました。不安もありました
が後輩の活躍があり、応援も味方
につけ善戦できたと思います。み
なやる気に満ち溢れているので来
年はさらに成長し良い結果を残し
たいです。

卓球男子 4年 大内田 良真
3月の九山では準優勝だったのでオー
ルメディカルでは優勝を狙ってました
が、結果は4位でした。しかし、チーム全
員が団結して勝ち取った4位なのでと
ても満足しています。団結力はどの
チームにも負けていなかったと思ってい
ます。またこのチームでキャプテンできた
ことが私の誇りです。医学部フットサル
部が今後も活躍できるようにチーム一
丸となって練習に励んでいきたいです。

フットサル女子 ３年 田中希実

全医体は井上康生をはじめとする
数々のオリンピック選手を輩出した
ことで有名な東海大学で行われまし
た。OBの先生方、部員をはじめと
する応援してくださったすべての方
に大変感謝しています。医学部柔道
部では、経験者、初心者問わず部員
募集中ですので、柔道に興味がある
方は是非声をかけてください。

柔道女子 4年 坂山朋子

こんにちは！弓道女子を代表しま
して村山です！ 今年の西医は9位
と、惜しくも入賞することができ
ませんでした。しかし、着実に力
がついてきていることを実感でき
ました！来年はこの結果に満足す
ることなく、さらに良い記録を残
せるようこれからも頑張ります。
応援よろしくお願いします！

弓道女子 3年 村山真由子我々剣道部は男子団体で2年ぶりの
優勝、女子団体でベスト8という結
果をおさめることが出来ました。
日頃より先生方からご指導を賜り
一層の技術の向上ができた他、普
段の稽古から部員同士でお互い切
磋琢磨して行けたことが今回の結
果につながったと思います。今後
とも先生方におかれましては変わ
らずのご指導ご支援どうぞよろし
くお願い致します。

剣道男子 4年 鈴木文隆

今年の夏に大阪で行われました西
医体で男子バレー部は準優勝する
ことができました。一丸となった
このチームで一試合でも多く戦い
続けることができ、準優勝という
結果を残せて大変嬉しく思いま
す。OBOGの先生方からいただい
た多くの応援本当にありがとうご
ざいました。

バレー男子 4年 野本和宏

今年こそはと臨んだ西医体でした
が、またしても優勝にはあと一歩及
びませんでした。悔しい気持ちもあ
りますが、最高のパフォーマンスを
発揮しての3位という結果には満足
しています。大会に出場するに当た
り、ご支援、ご声援をいただきまし
た皆様に改めて感謝を申し上げま
す。本当にありがとうございました。

ボート ４年 尾崎諒吏

みなさん、こんにちは。学友会広報部です。今回の学友会便りでは、
2015年夏に行われた西日本医科学生総合体育大会及び全日本医科学
生体育大会王座決定戦の結果をお知らせします。

学友会便り
長崎大学医学部学友会広報部

西日本医科学生総合体育大会
 長崎大学　総合順位　7位 

　 男子 女子
硬式テニス ベスト８進出 初戦敗退
軟式テニス ３位 二回戦敗退
サッカー 二回戦敗退 ――

バスケットボール 二回戦敗退 一回戦敗退
バレーボール 準優勝 ベスト４進出
バトミントン 二回戦敗退 初戦敗退

弓道 23位 ８位
卓球 ８位 ベスト16進出

ボート 団体　６位
舵手付きフォア　３位 ――

ラグビー 初戦敗退 ――
水泳 ６位 ６位
剣道 優勝 ベスト８進出

 全日本医科学生体育大会王座決定戦 
　 男子 女子

フットサル 決勝リーグ進出 ４位

選手の声（Best8入り　有志の方々）

水泳部
長崎大学医学部水泳部主将の白髭知之で
す。先日大阪のなみはやプールにて行われま
した西医体では男子400mメドレーリレーで優
勝を果たし、総合では男女共に6位という結果
を残すことができました。連覇の夢は叶いませ
んでしたが、多くの部員が自己ベストを更新で
き、良い大会になったと思っております。応援し
てくださりありがとうございました。これからも応
援のほど、よろしくお願いいたします。

男子 3年 白髭知之

私たち水泳部は、夏の大会に向け練習を
重ねていました。今回、ベスト8入りと
いう功績を残すことができ、嬉しく思っ
ています。個人個人がそれぞれが大会に
対してのベストを尽くせたのではと考え
ています。次の大会に向けて気持ちを一
新し、また頑張っていきます。

女子 2年 千代島希

第10回定期演奏会を終えて
Nagasaki University Medical Chamber Orchestra

 文責：松本　学

　こんにちは。学友会広報
部の松本です。
　今回は僕の所属する部活
でもある長崎大学医学部室
内合奏団の「第10回定期演
奏会」の様子についてお伝
えさせていただきますP

　室内楽合奏団の演奏会では、オーケストラとは異なり、総勢約
50名の部員の中から、色 な々アンサンブルを組み、バロック音学
～映画音楽まで幅広いジャンルの音楽を演奏しますP

　写真はヴィヴァルディ「四季」より「冬」の演奏中の一枚です。
　violin solo は3名の部員が1楽章ごと演奏し、それぞれの個
性や音色の違いも楽しめるものとなりました。

　演奏会の最後には、全部員による全体合奏を行いました。曲は第
10回の定期演奏会を迎えることができたこに感謝の意味をこめてエ
ルガーの「威風堂々」を演奏しました。

　第10回定期演奏会を開催するにあたり、とても多くの方のご協力を
賜りました。ここにお礼申し上げます。
　これからもたくさんの人に幸せな音楽が届けれるよう頑張ります!!

　今年で卒団となる卒業
生の先輩方にも数多く出
演していただきました。
最後までお世話になった
先輩方と一緒に演奏する
ことができ、大変嬉しく
思っています。

　卒団される卒業生の先輩方へ
花束の贈呈です。今まで室内合奏
団を引っ張っていただき本当にあり
がとうございました。

　長崎大学医学部室内合奏団は２００６年に創部されて以
来、これまで県内の各地の病院や老人施設、各種イベント
などで演奏会を行ってきました。毎年11月に行われる定期
演奏会は、今年で第10回という記念すべき節目の年を迎え
ました。今回の記事では、『第10回定期演奏会』について
当日の様子をお伝えしたいと思います。
　『第10回定期演奏会』は11月7日にメルカ築町ホールに
て執り行われ、演奏会当日はおよそ２６０名ものお客様に
ご来場いただきました。このことは事前に用意していた座
席が足りなくなってしまうという嬉しいハプニングでもありました。

　受付は2年生が中心となって
自分たちで行いました。開演
前、どのくらいのお客さんに来
ていただけるかそわそわしてい
ます。笑

　今年の演奏会から、曲目にはク
ラシックだけでなく映画音楽など
お客様に馴染みの深い曲も取り入
れました。また、衣装も曲にあっ
た色・デザインのドレスで演奏を
行い、聴いても見ても楽しめる演
奏会になるように工夫しました♬

~定期演奏会を終えて~
　2015年11月7日に第10回定期演奏会を開催致しました。室内合奏団にとっ
て、年に1度のビッグイベントであり、今年は記念すべき10回目の演奏会というこ
とで、懸ける想いにも大きなものがありました。今年は難曲「威風堂々」に挑戦し
てみたり、ドレスやおそろいの衣装を用意してみたり、学部内で宣伝コンサート
を行ってみたりと、いろいろ新しいことにも挑戦しました。本番はありがたいこと

に、席が溢れるほどのお客様にご来場いただき、あまりの嬉しさと緊張で泣きそうになりました!本当
にありがとうございました。これからも室内合奏団は長崎の皆様に愛される存在になれるよう、がん
ばっていくので応援よろしくお願いします!! 医学部室内楽部　部長　淵野萌子
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十
一
月
十
四
日
に
精
神
神
経
科

教
室
主
催
の
秋
期
精
神
科
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
医
学
生
に
正
し
い
精

神
医
学
の
知
識
を
普
及
す
る
こ
と

で
心
の
病
に
対
す
る
偏
見
の
是
正

と
正
し
い
理
解
を
促
し
、
将
来
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科
に
進

む
に
当
た
り
精
神
疾
患
に
つ
い
て

き
ち
ん
と
し
た
理
解
を
持
っ
た
医

師
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
長
崎

大
学
精
神
神
経
科
が
年
に
二
回

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
前
回
の

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
女
性
」
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
戦
争
や
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
な
ど
異
常
状
態
に
お
け

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。
奇
し
く
も
こ
の

日
パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が

起
こ
り
、
戦
後
七
十
年
の
こ
の
年

に
日
本
の
安
全
保
障
政
策
が
大
き

く
見
直
さ
れ
、
安
倍
内
閣
が
目
指

す
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却

は
、
戦
前
へ
の
突
入
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
か
と
も
一
部
で
言
わ

れ
る
中
、
戦
争
と
そ
れ
に
巻
き
込

ま
れ
た
人
々
の
心
に
つ
い
て
今
、

精
神
医
学
的
視
点
か
ら
見
直
す
こ

と
は
あ
る
程
度
の
意
味
が
あ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
初
め
に
地
域
包
括
ケ
ア

教
育
セ
ン
タ
ー
助
教
の
松
坂
雄
亮

先
生
の
講
演
で
は
「
人
間
の
攻
撃

性
」
に
つ
い
て
、
心
理
検
査
を
通

し
て
理
解
を
深
め
る
試
み
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
原
爆
投
下
か
ら
七
十

年
、
こ
の
間
少
な
く
と
も
日
本
は

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く

過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
世
界
に

目
を
向
け
る
と
あ
ち
こ
ち
で
戦
闘

行
為
が
起
こ
っ
て
お
り
、
日
本
に

し
て
も
、
安
保
法
案
の
議
会
に
お

け
る
強
行
採
決
や
、
平
和
を
願
う

は
ず
の
安
保
法
案
反
対
運
動
で
す

ら
、
あ
る
意
味
で
は
戦
い
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
人
間
の
も
つ
攻
撃
性

を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
人
間
の
本
質
は
他

人
に
の
み
向
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
自
分
自
身
に
向
け
ば
、「
自

殺
」
と
い
う
結
末
に
至
り
ま
す
。

人
間
の
み
な
ら
ず
も
ち
ろ
ん
野
性

の
世
界
は
あ
ら
そ
い
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。
生
物
に
生
来
攻
撃
性

が
備
わ
っ
て
い
る
の
な
ら
、
実
現

可
能
な
平
和
と
は
、
ど
の
よ
う
な

形
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｐ
Ｆ
ス
タ
デ
ィ
と
い
う
心
理
検

査
が
あ
り
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
の
ソ
ー
ル
・
ド
ー
ゼ
ン
ヅ
ア
イ

ク
博
士
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
投

影
法
に
よ
る
心
理
検
査
で
、
日
常

的
に
経
験
す
る
欲
求
不
満
場
面
で

ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
か
確
認
す

る
こ
と
で
、
意
識
的
な
い
し
無
意

識
的
な
攻
撃
性
の
型
と
方
向
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
部
で
24
あ
る
欲
求
不
満
場
面

は
、
例
え
ば
と
お
り
す
が
っ
た
車

に
水
を
か
け
ら
れ
た
場
合
な
ど
、

人
為
的
・
非
人
為
的
な
障
害
に

よ
っ
て
直
接
に
自
我
が
阻
害
さ
れ

て
欲
求
不
満
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
場
面(

自
我
阻
害
場
面)

と
、
花

瓶
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
叱

責
さ
れ
る
場
面
な
ど
、
誰
か
他
の

者
か
ら
非
難
・
詰
問
さ
れ
て
、
い

わ
ゆ
る
超
自
我
（
良
心
）
が
阻
害

さ
れ
て
欲
求
不
満
を
招
い
た
場
面

(

超
自
我
阻
害
場
面)

の
二
種
類
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
の
反
応
を
型(

障
害

優
位
型
、
自
我
防
衛
型
、
欲
求
固

執
型)

と
方
向
性(

他
責
的
、
自
責

的
、
無
責
的)

に
よ
っ
て
九
種
類

に
分
類
し
ま
す
。
例
え
ば
服
に
水

を
か
け
ら
れ
た
際
「
気
を
つ
け

ろ
！
バ
カ
野
郎
！
」と
怒
鳴
れ
ば
、

　

と
が
め
、
敵
意
な
ど
が
環
境
の

中
の
人
や
物
に
直
接
向
け
ら
れ
、

自
分
に
は
責
任
が
な
い
と
否
認
す

る
他
責
的
な
自
我
防
衛
型
に
、
花

瓶
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
際
に
「
弁

償
し
ま
す
」
と
申
し
出
れ
ば
、
欲

求
不
満
の
解
決
を
は
か
る
た
め

に
、
自
ら
努
力
を
し
た
り
、
罪
滅

ぼ
し
申
し
出
た
り
す
る
、
自
責
的

な
要
求
固
執
型
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
反
応
を
決
め
ら
れ

た
ス
コ
ア
リ
ン
グ
方
法
に
従
い
、

各
項
目
か
ら
出
て
く
る
傾
向
を
互

い
に
か
み
あ
わ
せ
て
解
釈
し
日
頃

の
行
動
や
家
庭
環
境
、
知
能
な
ど

も
総
合
し
て
評
価
す
れ
ば
、
自
分

自
身
の
攻
撃
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

検
査
を
通
し
て
、
人
に
よ
っ
て
傾

向
の
違
い
こ
そ
あ
れ
ど
、
や
は
り

ど
う
や
ら
人
間
に
は
自
分
で
も
気

づ
い
て
い
な
い
部
分
も
多
い
、
何

か
を
攻
撃
す
る
心
理
が
あ
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
そ

の
攻
撃
性
を
、
集
団
生
活
・
ス
ト

レ
ス
社
会
で
い
か
に
平
和
的
に
対

処
し
て
い
く
べ
き
か
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
考
え
て
い
く
よ
い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

続
い
て
、
株
式
会
社
ツ
ム
ラ
の

坂
本
樹
さ
ん
が
、
意
外
な
組
み
合

わ
せ
に
思
わ
れ
る「
漢
方
と
戦
争
」

に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
中
で
も
興
味
深
か
っ
た
こ
と

は
、
平
和
な
時
代
で
あ
る
現
代
、

月
経
不
順
や
、
血
の
道
症
、
産
前

産
後
の
神
経
症
に
適
応
さ
れ
て
い

る
「
女
神
散
」
が
、
昔
は
「
安
栄

湯
」と
い
う
名
前
で
、「
軍
中
七
気
」

の
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と

い
う
事
実
で
す
。「
七
気
」
と
は
、

「
七
情
」
と
も
い
い
、「
喜
、怒
、憂
、

思
、
悲
、
驚
、
怖
」
を
意
味
し
ま

す
。
戦
場
の
極
限
状
態
の
中
で

は
、
人
間
の
正
常
な
感
情
が
侵
さ

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、「
安
栄
湯
」
は
当
時
、
戦

闘
の
恐
怖
の
中
で
正
気
を
保
ち
、

効
率
的
に
敵
を
倒
す
た
め
に
用
い

ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
現
在
で

は
、「
女
神
散
」
と
し
て
、
お
そ

ら
く
人
間
社
会
の
中
で
最
も
平
和

的
と
も
い
え
る
、
出
産
機
能
に
関

す
る
症
状
に
使
わ
れ
て
い
る
。
戦

争
技
術
の
平
和
転
用
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
で
開
発
さ
れ
、

フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
を
う
ん
だ
世
界
初

の
原
子
炉
シ
カ
ゴ
パ
イ
ル
１
や
、

弾
道
計
算
を
目
的
と
し
て
実
用
化

さ
れ
た
最
古
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

E
N

IA
C

、
核
攻
撃
下
で
の
軍
事

指
揮
能
力
維
持
の
た
め
の
戦
術
分

散
処
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
始
ま
っ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
前
身
で
あ

る
ア
ー
パ
ネ
ッ
ト
な
ど
枚
挙
に
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
殺
す
こ
と
と

産
む
こ
と
、
こ
れ
ほ
ど
、「
戦
争
」

と
「
平
和
」
を
象
徴
し
た
事
例
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
学
生
発
表
で
は
ど
ち
ら

も
医
学
部
五
年
の
日
高
悠
希
さ
ん

と
、
桐
野
祐
子
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
「
戦
争
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」、「
被
爆

者
手
帳
と
精
神
疾
患
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

被
爆
者
手
帳
は
正
式
名
称
を
被

爆
者
健
康
手
帳
と
い
い
、「
原
子

爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
交
付
さ
れ

る
手
帳
で
す
。「
直
接
被
爆
者
」「
入

市
被
爆
者
」「
当
時
死
体
の
処
理
、

及
び
救
護
に
当
た
っ
た
人
達
」「
前

述
し
た
三
つ
の
項
に
該
当
す
る
者

の
胎
児
」
と
い
う
用
件
を
満
た
せ

ば
、
医
療
費
な
ど
の
支
援
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
被
爆
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
は
現
在
で
は
、
全
国
で
19
万
人

に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
通

常
日
本
の
保
険
制
度
で
は
医
療
費

は
３
割
自
己
負
担
で
７
割
を
保
険
で

賄
っ
て
い
ま
す
が
被
爆
者
手
帳
が
あ

れ
ば
自
己
負
担
部
分
が
国
庫
負
担

と
な
り
ま
す
。
実
際
に
被
爆
が
原

因
で
、
白
血
病
や
副
甲
状
腺
機
能

亢
進
症
そ
の
他
の
悪
性
腫
瘍
、
白

内
障
や
甲
状
腺
機
能
低
下
症
な
ど

に
罹
患
し
た
と
診
断
さ
れ
、
原
爆

症
認
定
さ
れ
る
と
医
療
費
が
全
額

国
庫
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

原
爆
に
関
連
し
た
精
神
状
態
と

し
て
、
原
爆
投
下
の
17
年
後
の

１
９
６
２
年
、
広
島
を
訪
れ
た
米

国
エ
ー
ル
大
学
の
精
神
医
学
教
授

リ
フ
ト
ン
博
士
は
、
被
爆
者
に
次

の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
報

告
し
て
い
ま
す
。

　

罪
の
意
識
と
羞
恥
心
；
助
け
を

求
め
る
人
や
肉
親
を
救
う
こ
と
が

出
来
ず
、
自
分
だ
け
が
生
き
残
っ

た
こ
と
に
対
す
る
罪
の
意
識
や
羞

恥
心
が
強
く
あ
り
、
こ
れ
が
長
い

期
間
続
き
、
心
の
扉
を
閉
ざ
す
こ

と
で
身
を
守
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

　

同
一
性
（
同
一
視
）；

自
分

と
周
り
の
人
を
同
一
視
し
て
し
ま

う
。
生
き
残
っ
た
人
た
ち
が
原
爆

症
で
死
ん
で
い
く
の
を
見
て
、
い

ず
れ
自
分
に
も
同
じ
こ
と
が
起
こ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

憂
う
つ
症
や
恐
怖
症；

原
爆

投
下
直
後
に
現
れ
た
急
性
放
射
線

症
は
被
爆
者
に
深
刻
な
恐
怖
を
与

え
ま
し
た
。
外
見
上
は
た
い
し
た

傷
も
な
い
の
に
、
時
間
が
た
つ
と

発
熱
や
下
痢
、
皮
膚
の
出
血
斑
、

髪
の
脱
毛
な
ど
を
お
こ
し
、
そ
の

後
、
死
亡
し
て
い
く
者
も
い
ま
し

た
。
被
爆
者
た
ち
は
「
紫
の
斑
点

が
出
た
ら
死
ぬ
」
と
恐
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
原
爆
投
下
後
の
５
年

を
境
に
白
血
病
も
現
れ
ま
す
。
被

爆
者
は
病
気
と
死
の
影
に
お
び
え
、

憂
う
つ
症
や
恐
怖
症
と
い
う
形
で

精
神
異
常
を
お
こ
し
ま
し
た
。

　

精
神
ま
ひ；

服
が
裂
け
て
ち

ぎ
れ
落
ち
、
皮
膚
が
ぼ
ろ
き
れ
の

よ
う
に
は
が
れ
落
ち
て
い
る
地

獄
、
人
は
こ
の
よ
う
な
強
烈
な
経

験
を
受
け
入
れ
る
の
は
困
難
で
、

受
け
入
れ
る
の
を
や
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。
何
も
感
じ
な
く
な
っ
た

の
で
す
。
死
体
の
処
理
作
業
で
何

も
感
じ
な
く
な
る
こ
と
も
一
時
的

な
精
神
ま
ひ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　

　

被
爆
後
、年
を
経
る
と
と
も
に
、

昔
の
知
り
合
い
と
の
再
会
や
被
爆

者
同
士
が
体
験
談
を
話
し
合
う
こ

と
で
、
人
間
関
係
は
徐
々
に
再
構

築
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

自
分
の
被
爆
体
験
や
原
爆
の
悲
惨

さ
を
訴
え
、
平
和
の
た
め
に
活
動

す
る
被
爆
者
も
現
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
半
世
紀
た
っ
た
今
で
も
健

康
に
対
す
る
不
安
や
心
の
傷
を
ま

だ
持
つ
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
頃
か
ら
被
爆
体
験

者
の
調
査
に
よ
り
被
爆
体
験
と
精

神
的
健
康
度
の
関
連
性
が
示
唆
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
受
け

長
崎
で
は
１
９
９
９
年
当
時
被
爆

未
指
定
だ
っ
た
地
域
に
お
い
て
、

精
神
的
な
健
康
状
態
の
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
未
指

定
地
域
で
あ
っ
た
場
所
で
も
原
爆

に
よ
る
心
的
外
傷
を
受
け
た
住
民

が
少
な
か
ら
ず
居
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は

２
０
０
１
年
に
研
究
班
を
派
遣
し

た
結
果
、
原
爆
体
験
が
ト
ラ
ウ
マ

と
な
っ
て
今
も
精
神
的
な
健
康
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
態
に

あ
る
人
が
数
多
く
い
る
こ
と
が
裏

付
け
ら
れ
、
２
０
０
２
年
の
４
月

に
当
該
地
域
に
対
し
て
健
康
診
断

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
精
神

不
安
に
よ
る
健
康
被
害
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
医
療
給
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
被
爆
体
験
に
よ
る

精
神
的
健
康
被
害
が
あ
る
と
診
断

さ
れ
れ
ば
、
被
爆
体
験
者
精
神
医

療
受
給
者
証
を
受
け
て
、
医
療
給

付
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
れ
は
長
崎
被
爆
体
験
者
支

援
事
業
と
し
て
国
か
ら
委
託
を
受

け
、
長
崎
の
県
と
市
が
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。

　

平
成
26
年
３
月
時
点
で
の
長
崎

で
の
交
付
者
数
は
、
健
康
診
断
受

診
者
証
所
持
者
６
，
７
２
１
件
と

比
較
し
て
５
，
７
６
１
件
で
す
。

ま
た
交
付
者
は
今
な
お
増
え
続

け
、
戦
後
70
年
た
っ
た
今
で
も
新

規
に
被
爆
体
験
対
す
る
精
神
的
苦

痛
が
起
こ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
対
象
精
神
疾
患
と
し
て
、
気

分
障
害
、
双
極
性
感
情
障
害
、
反

復
性
う
つ
病
性
障
害
恐
怖
性
不
安

障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル
乱
用
な
ど

様
々
な
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

戦
後
70
年
が
た
っ
た
今
な
お
、

戦
争
の
余
韻
は
色
濃
く
影
を
落
と

し
て
お
り
、
多
く
の
人
々
が
被
爆

の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

彼
等
の
中
で
戦
争
は
決
し
て
過
去

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
を

知
ら
な
い
私
た
ち
が
、
今
後
医
療

に
携
わ
っ
て
い
く
中
で
そ
の
事
を

念
頭
に
置
き
、
医
療
福
祉
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
の
は
大
切
な

こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
日
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
に
お
い
て
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
と
い
う
言
葉
は
今
と
な
っ
て

は
割
と
聞
き
な
れ
た
言
葉
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
概
念

は
、
も
と
も
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
帰

還
兵
に
見
ら
れ
た
重
度
ス
ト
レ
ス

反
応
で
あ
る
戦
争
神
経
症
に
由
来

す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
後
に
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
症

候
群
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
Ｄ
Ｓ

Ｍ
３ 

に
お
い
て
初
め
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
と
概
念
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

で
す
が
、
日
本
で
は
阪
神
淡
路
大

震
災
を
き
っ
か
け
に
広
く
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
戦
争

や
災
害
の
み
な
ら
ず
、
性
暴
力
や

Ｄ
Ｖ
、
虐
待
な
ど
様
々
な
ト
ラ
ウ

マ
体
験
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
引
き
起
こ

す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
診
断
す
る
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
必
要
と
な
っ
て
く

る
の
が
、
外
傷
的
出
来
事
、
つ
ま

り
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
存
在
で
す
。

実
際
に
ま
た
は
危
う
く
死
ぬ
、
重

傷
を
負
う
、
性
的
暴
力
を
受
け
る

出
来
事
に
対
し
て
、
直
接
体
験
す

る
、
目
撃
す
る
、
あ
る
い
は
、
近

親
者
ま
た
は
親
し
い
友
人
に
起
こ
っ

た
心
的
外
傷
的
出
来
事
を
耳
に
す

る
と
い
う
い
ず
れ
か
の
形
で
の
暴
露

が
必
要
と
な
って
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
体
験

へ
の
暴
露
に
加
え
て
、
外
傷
的
出

来
事
の
再
体
験
症
状
、
類
似
状
況

の
回
避
、
感
情
麻
痺
症
状
、
覚
醒

更
新
症
状
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
み

ら
れ
て
、
そ
れ
が
一
か
月
以
上
持

続
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
今
日
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
患

者
を
対
象
に
し
た
神
経
脳
画
像
研

究
の
結
果
か
ら
、
恐
怖
神
経
回
路

に
か
か
わ
る
扁
桃
体
、
前
頭
前
皮

質
、
海
馬
の
領
域
に
お
い
て
機
能

異
常
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
病
態
背

景
に
は
、
扁
桃
体
の
活
動
性
亢
進
、

前
頭
前
皮
質
の
機
能
低
下
、
お
よ

び
海
馬
の
機
能
異
常
が
関
与
し
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
は

　

①
ト
ラ
ウ
マ
体
験
に
よ
り
扁
桃
体

の
活
動
性
が
亢
進
す
る
こ
と
で
引

き
起
こ
さ
れ
る
〝
恐
怖
条
件
づ
け
〟

　

②
扁
桃
体
の
興
奮
を
抑
制
す
る

働
き
を
も
つ
前
頭
前
皮
質
の
機
能

低
下
に
よ
り
通
常
の
〝
恐
怖
記
憶
の

減
弱
（
消
去
）〟
プ
ロ
セ
ス
の
障
害

　

③
記
憶
の
保
持
・
強
化
を
司
る

海
馬
の
機
能
不
全
に
よ
る
〝
恐
怖

記
憶
の
再
生
〟
の
躍
起

　

以
上
の
プ
ロ
セ
ス
の
関
与
が
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る

様
々
な
臨
床
研
究
や
疫
学
研
究
の

結
果
、
い
わ
ゆ
るpure P

T
SD

は
存
外
に
少
な
く
、
他
の
精
神
疾

患
と
の
合
併
が
高
い
割
合
で
み
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
特

に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
効
率
に
併
存
す
る

精
神
疾
患
と
し
て
最
も
深
刻
な
も

の
が
う
つ
病
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症

状
の
重
症
度
と
抑
う
つ
症
状
の
重

症
度
は
高
い
正
の
相
関
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
う

つ
病
を
と
も
に
有
し
て
い
る
患
者

は
苦
痛
や
、機
能
障
害
が
大
き
く
、

自
殺
念
慮
を
訴
え
る
こ
と
が
多
い

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
は
他
の
不
安
障
害
例
に
比
べ
る

と
二
倍
近
く
、
自
殺
の
危
険
性
が

高
い
と
お
り
、
う
つ
病
の
そ
れ
と

も
近
い
と
の
報
告
が
あ
る
こ
と
よ

り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
臨
床
上
自
殺
の

高
危
険
群
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　
〝
戦
争
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
〟
と
い
う

視
点
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
歴
史
を
考

え
て
み
れ
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
診
断

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
公
式
に
定
義

さ
れ
た
の
は
、
１
９
８
０
年
の
Ｄ

Ｓ
Ｍ
３
が
初
め
て
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
の
心
的
外
傷
に
関

し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
影

響
や
事
件
の
影
響
を
受
け
て
、
心

的
外
傷
に
お
い
て
精
神
神
経
症
状

を
示
す
も
の
を
様
々
な
症
候
群
を

命
名
し
、
分
類
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い

て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
帰
還
兵
の

ホ
ー
ム
レ
ス
化
や
犯
罪
問
題
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
、
薬
物
依
存
、
精

神
的
後
遺
症
や
自
殺
の
増
加
な
ど

が
非
常
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
帰

還
兵
症
候
群
で
す
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
今
ま
で
異
な
っ
た
名

称
で
呼
ば
れ
て
い
た
同
様
の
症
状
を

示
す
心
的
外
傷
後
の
精
神
病
態
を
統

合
し
、
単
一
の
外
傷
後
症
候
群
と
し

て
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
概
念
が
Ｄ
Ｓ
Ｍ
３
に

て
提
示
さ
れ
た
の
で
す
。

　

今
日
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ 

と
い
う
診

断
項
目
が
あ
る
お
か
げ
で
、
約
40

年
間
に
わ
た
る
幅
広
い
臨
床
実
践

と
研
究
の
蓄
積
が
、災
害
や
犯
罪
、

戦
争
や
テ
ロ
、
家
庭
内
暴
力
や
幼

児
虐
待
の
被
害
者
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
が
国
で
は

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

と
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
よ
っ

て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ 

が
脚
光
を
浴
び

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ 

と
い
う

疾
病
診
断
の
誕
生
は
、
災
害
や
犯

罪
の
被
害
者
の
救
済
の
た
め
で
は

な
く
、
戦
争
、
し
か
も
反
戦
運
動

の
国
内
外
で
の
高
ま
り
や
、
敗
戦

と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
ま
で

経
験
し
な
か
っ
た
特
殊
な
戦
争
で

あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
帰
還
兵

の
抗
議
運
動
と
深
く
結
び
つ
い
た

「
政
治
的
」
疾
病
分
類
で
あ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

の
起
源
に
は
〝
戦
争
〟
が
存
在

し
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
い
か
に

し
て
人
間
が
戦
場
で
戦
わ
さ
れ
て

き
た
か
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

―
―
い
か
に
し
て
人
は
戦
わ
さ

れ
て
き
た
か
―
―
―
―
―

　

兵
士
が
戦
場
で
無
と
な
り
戦
い

続
け
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
に
お
い
て
、
国
家
は
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
、
極
限
状
況
に
お
け
る

人
間
心
理
を
研
究
し
、
人
間
を
戦

闘
マ
シ
ン
に
近
づ
け
る
方
法
を
模

索
し
て
き
ま
し
た
。

　

 

第
一
次
世
界
大
戦
。
こ
こ
で

は
初
め
て
大
量
の
市
民
が
戦
場
に

動
員
さ
れ
、
精
神
に
障
害
を
負
う

兵
士
が
続
出
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
医
師
た
ち
は
、
精
神
障
害
を

負
っ
た
兵
士
に
対
し
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
な
ど
し
て
戦

場
に
送
り
返
す
「
実
験
」
を
行
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
二
次
大
戦
に
お
い
て
、「
敵
が

同
じ
人
間
だ
と
認
識
す
る
と
本
能

的
に
殺
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

兵
士
」
が
広
範
に
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
を
つ
き
と
め
た
米
軍
は
戦

後
、
訓
練
法
の
改
善
を
重
ね
る
こ

と
で
、
敵
を
人
間
と
認
識
し
な
い

よ
う
な
訓
練
を
重
ね
、
兵
士
の
人

間
性
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
で
、
条

件
反
射
的
に
発
砲
で
き
る
兵
士
た

ち
を
大
量
に
作
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
殺
戮
マ
シ
ン
を
作
り

出
す
訓
練
方
法
を
確
実
な
戦
争
遂

行
の
た
め
ア
メ
リ
カ
軍
は
開
発
し

て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
に
心
を
〝
無
〟
と
し
て

戦
闘
を
行
え
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
従
軍

し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
、
日
常

生
活
に
復
帰
で
き
な
い
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

患
者
が
大
量
発
生
し
、そ
の
結
果
、

多
く
の
若
者
が
、
戦
場
か
ら
帰
還

し
た
あ
と
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
ド

ラ
ッ
グ
に
溺
れ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
化

し
た
り
、
悪
夢
に
う
な
さ
れ
、
社

会
復
帰
で
き
ず
、
戦
場
の
恐
怖
に

お
び
え
、
突
発
的
な
殺
人
を
犯
し

た
り
、
自
殺
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
後
、
多
く
の
帰
還
兵
が

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
に
苦
し
み
ま
し

た
。
戦
後
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る

と
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
兵
士
の
２

人
に
１
人
が
何
ら
か
の
精
神
的
ト

ラ
ブ
ル
を
抱
え
、
帰
還
兵
の
約

30
％
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ト

ナ
ム
帰
還
兵
の
自
殺
者
は
約
15
万

人
に
も
上
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
自

体
に
よ
る
米
兵
死
者
数
の
約
三
倍

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

悲
惨
な
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
社
会

的
問
題
を
経
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
概

念
が
確
立
さ
れ
た
わ
け
な
の
で
す

が
、
ま
だ
記
憶
に
も
新
し
い
イ
ラ

ク
戦
争
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
は
そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
教
訓
か
ら
生
身
の

戦
闘
や
接
近
戦
を
避
け
て
、
ハ
イ

テ
ク
化
し
た
兵
器
や
ト
マ
ホ
ー
ク

ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
開
発
し
た
の
で

す
が
、
イ
ラ
ク
で
は
市
街
戦
に
な

り
や
は
り
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
患
者

を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
て

派
兵
さ
れ
た
米
兵
２
０
０
万
人
の

う
ち
お
よ
そ
50
万
人
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

ま
た
は
大
う
つ
病
に
現
在
も
苦
し

ん
で
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
戦
争
中
精
神
障
害
を

き
た
し
た
患
者
に
お
い
て
も
様
々

な
薬
物
治
療
等
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
兵
士
の
心
の
ケ
ア
に
ア
メ
リ

カ
政
府
が
費
や
し
た
費
用
は
62
億

ド
ル
に
ま
で
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

な
ん
の
た
め
で
し
ょ
う
？

　

―
―
戦
地
へ
送
り
か
え
し
、
再

び
戦
わ
せ
る
た
め
で
す
。

　

実
際
に
、
試
験
を
パ
ス
し
た
兵

士
は
再
び
戦
場
へ
と
送
り
返
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ラ
ク
戦
争
に
お

い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
同
様
ア
メ

リ
カ
兵
の
相
次
ぐ
自
殺
が
問
題
と

な
り
ま
し
た
。
毎
年
２
５
０
人
以

上
の
兵
士
が
自
殺
し
て
い
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
退
役
兵
の
自
殺
者

に
お
い
て
は
戦
死
者
を
も
上
回
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
以
降
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
、
研

究
さ
れ
、
そ
れ
が
災
害
、
事
故
、

犯
罪
被
害
な
ど
な
ど
に
も
拡
大
さ

れ
て
、
障
害
の
概
念
を
形
作
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
様
々

な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
で
苦
し
む
患
者

の
症
状
改
善
を
目
標
に
、
さ
ま
ざ

ま
研
究
が
行
わ
れ
、
治
療
技
術
も

日
に
日
に
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
結
局
そ
の
技
術
を

使
っ
て
、
傷
つ
い
た
兵
士
を
治
療

し
、
再
び
最
前
線
に
送
る
、
こ
れ

秋
期
精
神
科
セ
ミ
ナ
ー
開
催

�

医
学
科
3
年
　
山
　
脇
　
健
　
司
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世
間
か
ら
見
る
と
、
勉
強

ば
か
り
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
が
ち
な
医
学
部
生
。
し

か
し
、
実
は
い
ろ
ん
な
こ
と

に
手
を
出
し
て
い
ま
す
！
こ

の
特
集
で
は
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
面
白
い
活
動
を
行
っ

て
い
る
学
生
さ
ん
を
取
材
し

ま
す
。

　

今
回
は
私
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
長
崎
県
の
学
生
献
血

推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
、
熊
谷

知
香
（
く
ま
が
え
と
も
か
）

に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！

　
（
違
和
感
大
有
り
で
す
が
、

い
つ
も
通
り
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
す
（
笑
））

1
．
ま
ず
学
生
献
血
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
簡
単
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
献
血
推
進
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
、
特
に
同
世
代

の
若
年
層
を
対
象
に
積
極
的

に
献
血
を
呼
び
か
け
、
献
血

の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
全
国
各
地
に
学

生
献
血
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
あ
り
、
現
在
、
総
勢

約
６
，
３
０
０
名
が
活
動
し

学
生
献
血
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
入
り
ま
し
た
。

3
．
献
血
の
現
状
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
ま
だ
多
く
の
方
が

献
血
に
ご
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
、
病
気
や

け
が
の
治
療
に
必
要
な
血
液

を
患
者
さ
ん
の
も
と
へ
安
定

し
て
お
届
け
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
10

代
、
20
代
の
若
者
の
献
血
離

れ
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
だ
と
少
子
高
齢
化
が

進
ん
だ
約
10
年
後
の

２
０
２
７
年
に
は
、
輸
血
用

血
液
製
剤
の
需
要
を
満
た
す

の
に
約
85
万
人
分
の
献
血
が

不
足
す
る
と
い
う
試
算
結
果

も
で
て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
れ
を
う
け
て
日
本
赤
十

字
社
は
「
献
血
は
愛
の
ア
ク

シ
ョ
ン
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
、
よ
り
多
く
の
若
い

世
代
に
献
血
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
る
た
め
に
「LO

V
E 

in A
ction

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
献
血
推
進
活
動
を

２
０
０
９
年
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ

に
全
国
を
巡
る
「
ご
当
地
大

の
大
切
さ
を
み
ん
な
で
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
出
演
者
は
、LO

V
E in 

A
ction 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
の
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
山

本
シ
ュ
ウ
さ
ん
、
Ｆ
Ｍ 

N
agasaki

の
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ 

M
ark

、
お
笑
い
芸
人
の

N
O

N
 ST

Y
LE

、
そ
し
て
、

輸
血
体
験
者
と
し
て
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。N

O
N

 ST
Y

LE

の
井

上
さ
ん
は
実
際
に
献
血
を
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、「
献
血
、

嫌
だ
な
ぁ
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
の
た
め
、
自
分
の

両
親
、
子
孫
の
た
め
と
思
っ

て
是
非
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
！
」
と
観
客

の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
石
田

さ
ん
は
、「
野
球
で
ピ
ッ

チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
た
際
に

骨
折
を
し
て
、
輸
血
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
陰

様
で
今
の
自
分
が
あ
り
ま

す
。」
と
献
血
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
の
み
で
し
た

が
、
献
血
バ
ス
も
会
場
に
来

て
お
り
、
大
変
多
く
の
方
が

献
血
に
ご
協
力
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
献
血
い
た
だ
い
た

方
は
な
ん
と
96
名
で
し
た
。

5
．
お
忙
し
い
中
、
ラ
ジ
オ

Ｄ
Ｊ
山
本
シ
ュ
ウ
さ
ん
か
ら

医
学
科
の
皆
さ
ん
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
！

　

ど
う
も
！
初
め
ま
し
て
！

ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
の
山
本
シ
ュ
ウ

で
す
っ
！

　

僕
は
ね
、
男
の
顔
し
た
た

だ
の
お
節
介
な
親
戚
の
お
ば

ち
ゃ
ん
っ
て
み
ん
な
か
ら
言

わ
れ
て
ま
す
。
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
の
こ
と
も
勝
手
に

会
っ
て
な
く
て
も
「
シ
ン
セ

キ
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
シ
ン
セ
キ
」
に
伝
え
た
い

こ
と
は
一
つ
で
す
。
僕
た
ち

が
一
番
大
切
に
せ
な
あ
か
ん

こ
と
、
こ
の
世
の
中
の
全
て

の
意
味
は
命
の
た
め
に
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
命
の

先
に
あ
る
も
の
、
命
の
意
味

は
幸
せ
で
い
る
こ
と
で
す
。

て
い
ま
す
。

2
．
熊
谷
さ
ん
が
、
学
生
献

血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
た

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
命
は
、
献
血
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
沢
山
の
方
々
に

よ
っ
て
助
け
て
い
た
だ
い
た

命
な
ん
で
す
。
と
い
う
の

も
、
14
歳
の
時
に
急
性
リ
ン

パ
性
白
血
病
を
発
病
し
て
、

抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
た
め

に
長
崎
大
学
病
院
に
1
年
半

入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
で
正
常

に
血
液
を
つ
く
れ
ず
常
に
ひ

ど
い
貧
血
に
な
り
、
呼
吸
を

す
る
だ
け
で
も
辛
い
状
態
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
で

し
た
、
私
が
輸
血
を
受
け
た

の
は
。
こ
の
記
事
を
書
く
に

あ
た
っ
て
主
治
医
の
先
生
に

お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
私
は

闘
病
中
に
38
回
も
の
輸
血
を

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
約
人
間
4
人
分
の
血

液
量
を
意
味
し
、
私
が
ど
れ

だ
け
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ

て
生
き
て
き
た
か
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
病
気
を
乗
り
越

え
た
今
で
は
、
今
度
は
私
が

病
気
と
闘
っ
て
い
る
人
の
支

え
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
、

作
戦
」
が
あ
り
、
そ
の
一
環

で
、
10
月
17
・
18
日
に
は
長

崎
市
の
水
辺
の
森
で
開
催
さ

れ
た
「Lovefes 2015

」
に

も
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
私
た
ち
、
学
生

献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
．「Lovefes2015

」
で

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

た
の
で
す
か
？

　

日
本
赤
十
字
社
が
行
う

「LO
V

E in A
ction 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
は
、ブ
ー

ス
と
ス
テ
ー
ジ
の
両
方
で
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、
長
崎
の
学

生
献
血
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
お
手
伝
い
し
、
献
血
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
子
供
や
学
生
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
ご
年
配
の
方

ま
で
多
く
の
人
達
が
快
く
ご

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
大

変
活
気
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　

18
日
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ク
イ
ズ
を
通
し
て
会
場
の
み

ん
な
で
献
血
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
、
輸
血
体
験
者
を
交
え

て
の
ト
ー
ク
も
あ
り
、
献
血

じ
ゃ
あ
、
幸
せ
っ
て
な
あ

に
？
形
じ
ゃ
な
い
で
す
。
心

が
喜
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
し
て

医
学
と
い
う
も
の
は
、
人
の

心
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。
あ
な
た
の
素
晴
ら
し

い
そ
の
勉
強
と
、
そ
し
て
あ

な
た
の
そ
の
先
に
あ
る
人
生

が
い
ろ
ん
な
人
を
幸
せ
に
す

る
人
生
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。
そ
れ
は
巡
り
め
ぐ
っ

て
、
そ
の
先
で
あ
な
た
も
必

ず
素
晴
ら
し
い
人
生
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
な

が
っ
て
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
幸
せ
を
願
っ
て
お
り

ま
す
！
以
上
、
山
本
シ
ュ
ウ

で
し
た
っ
！

6
．
最
後
に
熊
谷
さ
ん
か
ら

自
由
に
ど
う
ぞ
っ
！

　

献
血
に
ご
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
は
、
自
分
が

特
別
す
ご
い
こ
と
を
し
て
い

る
と
い
う
実
感
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
誰
か
の
命
を
救

う
力
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
血
液
が
、
今
、
こ
の
時
も

病
気
と
闘
う
患
者
さ
ん
の
生

き
る
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
献
血
離
れ
が
心
配
さ

れ
て
い
る
い
ま
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
長
大
医
学
生
み

ん
な
の
パ
ワ
ー
で
献
血
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
っ
！
学
生
献
血
推
進
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
く
の
も
大
歓

迎
で
す
！
学
生
献
血
推
進
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
週
水
曜

日
18
時

～
、
は
ま

の
ま
ち
の

献
血
ル
ー

ム
に
て
活

動
し
て
お

り
ま
す
。

少
し
で
も

興
味
の
あ

る
方
は
ぜ

ひ
遊
び
に

来
て
く
だ

さ
い
♪

が
イ
ラ
ク
戦
争
で
も
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

な
ん
の
た
め
で
し
ょ
う
？
？

　

―
―
―
国
家
の
た
め
で
す
。

　

病
め
る
人
を
治
す
た
め
に
あ
る

べ
き
医
療
が
、
国
家
の
た
め
に
戦

う
兵
士
を
作
り
出
す
た
め
の
手
段

と
化
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
ん
な
の
、
お
か
し
い
ん
じ
ゃ

な
い
。
あ
り
え
な
い
。

　

戦
後
、憲
法
第
９
条
に
よ
っ
て
、

戦
争
を
行
わ
な
い
こ
と
が
当
た
り

前
と
な
っ
て
い
る
世
の
中
で
育
っ

た
人
間
は
ほ
と
ん
ど
が
み
な
そ
う

思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
国
家
の
た
め
に
戦
う
。 

国
家

の
た
め
に
、
戦
え
る
よ
う
に
治
療

を
す
る
。」

　

こ
の
認
識
を
お
か
し
い
と
感
じ
な

い
人
間
が
世
界
に
は
沢
山
い
て
、
い

ま
だ
戦
争
は
日
々
絶
え
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
生
き
て
い
く
中
で
、
今

ま
で
は
そ
ん
な
に
意
識
し
な
く
て

も
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
世
界
に
お
い
て
、
日

本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
の
状
況

が
変
化
し
て
い
く
現
在
に
お
い

て
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に

今
年
９
月
19
日
、
安
保
法
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
皆
そ
れ
ぞ
れ

思
う
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
安
保
法
案
可
決

に
よ
っ
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う

な
、
国
家
の
た
め
に
戦
う
こ
と
が

当
た
り
前
で
あ
る
と
考
え
る
思
想

が
、
こ
の
先
の
日
本
に
お
い
て
、

入
り
込
ん
で
く
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
国
家
主
義
的
思
想
は
世

界
に
は
あ
り
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
今
一
度
再
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
今
回
は
、
外
務
省
医
務

官
と
し
て
北
京
に
在
勤
中
、

２
０
０
３
年
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
下

の
現
地
法
人
社
会
の
パ
ニ
ッ
ク
に

直
面
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
感
染
症
流
行
に
お
け
る
社
会

的
反
応
を
、
専
門
で
あ
る
精
神
医

学
、
渡
航
医
学
の
立
場
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
、
関
西
福
祉
大
学
教

授
の
勝
田
吉
彰
先
生
に
よ
る
講

演
、「
感
染
症
と
メ
ン
タ
ル
～
修

羅
場
で
何
を
伝
え
る
か
～
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
の
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
は
、
三
月
中
旬
ご
ろ

に
香
港
、
広
東
地
方
を
中
心
と
し

て
流
行
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
す
が
、

当
初
か
ら
北
京
市
で
の
公
式
発
表

が
二
ケ
タ
台
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
も
っ
と
多
数
の
感
染
者
が
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
四

月
六
日
に
、
出
張
中
で
あ
っ
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
籍
の
国
際
労
働

機
関
局
長
が
、
中
国
本
土
の
最
初

の
外
国
人
の
死
者
と
な
っ
た
こ
と

で
、
外
国
人
社
会
に
不
安
が
広
が

り
ま
す
、
そ
の
二
日
後
の
八
日
に

軍
病
院
に
勤
務
す
る
医
師
が
、
Ｔ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
紙
に
寄
稿
し
一
病
院
だ
け

で
公
式
発
表
感
染
者
を
上
回
る
事

実
を
暴
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後

二
十
日
に
公
式
に
「
感
染
者

３
３
９
名
」
当
初
の
八
倍
以
上
の

数
字
発
表
さ
れ
北
京
市
は
パ
ニ
ッ

ク
に
、
北
京
市
長
、
衛
生
相
が
情

報
公
開
の
不
手
際
を
理
由
に
更
迭

さ
れ
ま
す
。
同
二
十
四
日
に
医
療

機
関
が
封
鎖
さ
れ
、
二
十
九
日
に

日
本
外
務
省
が
北
京
市
内
の
在
留

邦
人
に
「
帰
国
検
討
」
勧
告
、

三
十
日
に
は
北
京
市
長
代
理
が

「
同
市
が
現
在
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で

あ
り
、
状
況
は
依
然
深
刻
」
と
語

り
、
翌
月
十
一
日
に
緊
急
援
助
隊

が
北
京
入
り
し
、
六
月
二
十
四
日

に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
北
京
へ
の
渡
航
延
期
勧

告
を
解
除
し
、
事
態
は
収
束
を
見

せ
ま
し
た
。
こ
の
間
の
経
緯
を
勝

田
先
生
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
五
つ
の
Ｐ
と
分

類
し
ま
す
。
す
な
わ
ちP

hobia

、

P
a

n
ic

、P
a

r
a

n
o

ia

、

P
olitics

、P
T

SD

で
す
。
三
月

二
十
日
か
ら
のP

hobia

期
で
は

先
発
の
香
港
、
広
州
で
報
道
さ
れ

た
感
染
者
数
四
ケ
タ
に
対
し
、
北

京
の
公
式
発
表
は
二
ケ
タ
と
、

も
っ
と
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
噂
と
、
公
式
発
表
の
か
い
離
が

疑
心
暗
鬼
を
生
み
ま
す
。
二
十
日

か
ら
のP

anic

期
で
は
公
式
発
表

が
一
夜
の
う
ち
に
跳
ね
上
が
り
、

う
わ
さ
が
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
在
留
邦
人
か
ら

の
照
会
は
殺
到
し
、
診
療
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
外
務

省
医
務
官
で
あ
っ
た
勝
田
先
生
に

は
日
本
人
学
校
、
日
本
人
会
、
商

工
会
な
ど
か
ら
次
々
と
講
演
依
頼

が
舞
い
込
み
ま
す
。
こ
の
時
地
下

鉄
車
内
の
マ
ス
ク
着
用
率
は
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、P

hobia

期
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
か
ら

大
幅
な
伸
び
を
見
せ
ま
し
た
。
続

くP
aranoia

期
で
は
流
言
、
俗

説
、
信
念
が
独
り
歩
き
し
、
繁
華

街
、
交
通
機
関
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ

ン
化
し
ま
す
。
五
月
中
旬
に
は

い
っ
て
、
や
っ
とP

olitics

期
に

入
り
各
国
か
ら
の
援
助
物
資
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
検
体
入
手
を
目

的
と
し
た
共
同
研
究
の
申
し
出
が

相
次
ぎ
調
査
、
援
助
、
水
面
下
の

交
渉
な
ど
の
専
門
家
の
訪
中
が
相

次
ぎ
ま
す
。
収
束
後
も
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
期
と
な
り
、
一
時
帰
国
し
た
在

留
邦
人
は
葬
儀
出
席
拒
否
、
転
校

拒
否
、
診
察
拒
否
な
ど
日
本
人
社

会
か
ら
の
差
別
に
苦
し
み
ま
し

た
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
振
り
返
っ
て
の

考
察
と
し
て
、勝
田
先
生
は
流
言
、

噂
へ
の
対
応
と
し
て
こ
ま
め
な
検

証
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
最
大
限

配
慮
し
つ
つ
も
、
結
果
を
き
ち
ん

と
公
表
し
て
い
く
こ
と
が
パ
ニ
ッ

ク
回
避
に
有
効
だ
と
述
べ
ま
す
。

ま
た
情
報
は
完
成
さ
れ
た
も
の
よ

り
そ
の
時
点
で
分
か
っ
て
い
る
も

の
を
小
出
し
し
た
方
が
有
効
で

あ
っ
た
振
り
返
り
ま
す
。
オ
ル

ポ
ー
ト
と
ポ
ス
ト
マ
ン
の
法
則
に

よ
れ
ば
、
流
言
の
量
は
、
重
要
さ

と
あ
い
ま
い
さ
に
比
例
す
る
と
い

い
ま
す
。
重
要
さ
は
、重
症
化
率
、

犠
牲
者
発
生
、
近
接
性
な
ど
条
件

が
変
わ
っ
た
時
に
注
意
を
要
し
、

あ
い
ま
い
さ
は
、
分
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
こ
ま
め
に
情
報
提
供
を

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
噂
は
、「
信
じ
さ

せ
る
力
」
と
「
伝
え
さ
せ
る
力
」

こ
の
二
つ
の
力
に
よ
っ
て
変
質
し

て
い
き
ま
す
。
前
者
に
よ
っ
て
噂

の
完
成
度
は
高
ま
り
、
後
者
は
、

内
容
を
過
激
に
し
、
よ
り
興
味
を

そ
そ
る
噂
を
作
り
上
げ
ま
す
。
噂

へ
の
対
抗
方
法
と
し
て
、
噂
を
直

接
否
定
す
る
否
定
戦
略
と
、
直
接

の
否
定
は
避
け
、
噂
の
対
象
に
対

す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

や
、
噂
と
対
照
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

流
す
対
抗
戦
略
が
あ
り
ま
す
。
感

染
者
へ
の
偏
見
も
ま
た
重
要
な
問

題
で
す
。
人
が
不
安
に
抗
う
と
き

縁
起
か
つ
ぎ
・
ジ
ン
ク
ス
な
ど
の

「
自
分
を
肯
定
す
る
」、
バ
デ
ィ
君

に
絵
葉
書
送
ろ
う
伝
説
（
癌
患
者

の
少
年
に
絵
葉
書
を
送
る
と
良
く

な
る
と
い
う
流
言
に
よ
り
、
多
数

の
絵
葉
書
が
集
ま
っ
た
。
病
気
へ

の
不
安
の
反
映
と
さ
れ
て
い
る
）

に
代
表
さ
れ
る
「
他
者
を
肯
定
・

守
る
」、
他
者
を
否
定
・
批
難
し

自
己
を
守
る
人
種
・
民
族
・
患
者 

差
別
流
言
等
の
「
他
者
を
否
定
」、

不
安
を
恐
怖
と
し
て
明
示
・
誇
張

な
ど
の
「
自
分
を
否
定
」
の
四
つ

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
他
者
を
否
定
す
る
対
処
法

が
曲
者
で
す
。
洋
の
東
西
を
問
わ

ず
人
間
は
特
定
人
物
や
集
団
を
批

難
し
た
り
差
別
し
た
り
し
て
自
分

の
不
安
を
緩
和
す
る
と
い
う
こ
と

を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
は
感
染
者
の

発
生
し
た
学
校
に
脅
迫
ま
が
い
の

電
話
が
殺
到
し
、
自
分
の
学
校
の

制
服
を
着
て
街
に
出
れ
な
い
高
校

生
が
発
生
し
ま
し
た
。
歴
史
に
目

を
向
け
れ
ば
先
住
民
族
迫
害
、
ハ

ン
セ
ン
氏
病
差
別
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
差
別

な
ど
…
人
間
に
は
他
者
を
否
定
し

て
自
分
を
守
る
と
い
う
不
安
に
対

抗
す
る
機
構
が
あ
る
こ
と
を
啓
発

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
問
題
を

防
ぐ
き
っ
か
け
に
な
る
の
か
も
し

て
ま
せ
ん
。
誰
か
を
差
別
し
た

り
、
無
視
し
た
り
、
遠
ざ
け
て
み

た
り
し
た
く
な
っ
た
ら
、
心
に
手

を
当
て
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
が
不
安
な
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
政
治
要
因
が
障

壁
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
２
年
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ
流
行

の
際
、勝
田
先
生
は
学
者
と
し
て
、

感
染
経
路
が
特
定
さ
れ
て
い
た
韓

国
に
比
べ
、
市
中
肺
炎
で
あ
っ
た

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
の
流
入
に

気
を
付
け
る
べ
き
だ
と
メ
デ
ィ
ア

で
述
べ
た
と
こ
ろ
、
ネ
ッ
ト
上
で

大
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。

中
に
は
勝
田
先
生
の
所
属
す
る
関

西
福
祉
大
学
の
母
体
が
宗
教
団
体

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
絡

め
た
批
判
や
、
勝
田
先
生
の
下
の

名
前
、
吉
彰
は
日
本
人
ぽ
く
な
い

な
ど
事
実
無
根
の
誹
謗
中
傷
も
多

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
今
後
皆
さ

ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
専
門
家

と
な
り
、
意
見
を
求
め
ら
れ
る
場

合
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
に
い
か
に
情
報
を
発

信
し
て
い
く
か
今
の
う
ち
に
考
え
て

み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
回
の
開
催
は
来
年
春
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
も
日
時
も

ま
だ
未
決
定
で
す
が
、
興
味
の
あ

る
方
は
参
加
を
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

長
崎
大
学
医
学
部
生
、
実
は
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
ま
す
！！

学
生
献
血
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
特
集
記
事

（左から、山本シュウ・DJ Mark・熊谷知香・スタッフ・NONSTYLE）

（ブースの様子）

学生献血推進ボ
ランティアにつ

いて

詳しくはこちら
へ

http://gaku-ken.jp/index.html#about
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医
学
部
に
入
っ
た
皆
さ
ん

に
と
っ
て
「
法
医
学
」
と
は

ど
ん
な
存
在
で
し
ょ
う
か
？

昔
か
ら
法
医
学
を
テ
ー
マ
に

し
た
ド
ラ
マ
や
作
品
が
あ

り
、
一
般
に
も
知
ら
れ
る
分

野
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
医

学
生
か
ら
見
て
も
難
解
、
か

つ
、
シ
リ
ア
ス
で
、
近
づ
き

が
た
く
、
多
く
の
医
学
生
か

ら
は
「
数
あ
る
科
目
の
う
ち

の
ひ
と
つ
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
医
師
は
ご
遺
族

の
要
求
が
あ
れ
ば
、
そ
の
方

の
死
亡
診
断
書
を
書
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い

は
、
一
人
暮
ら
し
の
部
屋
の

中
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い

う
人
の
検
案
を
依
頼
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
臨
床
医
を
目
指
す
医
学

生
に
と
っ
て
も
、
法
医
学
は

臨
床
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な

い
…
と
片
付
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
分
野
な
の
で
す
。

　
『
医
学
生
の
た
め
の
九
州

法
医
学
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
』（
以
下
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
は
、
法
医
学
と
い
う
分

野
に
も
っ
と
気
軽
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
狙

い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今

回
で
6
回
目
の
開
催
。
文
部

科
学
省
の
支
援
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
長
崎
大
学
・
福
岡

大
学
・
久
留
米
大
学
の
三
大

学
の
医
学
部
法
医
学
教
室
が

共
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
2
0
1
5
年
11
月
21
日

～
22
日
に
長
崎
大
学
坂
本

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
タ
イ

ト
ル
こ
そ
「
九
州
合
同
」
と

銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
、
東
西
南
北
の
1
0
0
名

を
超
え
る
医
学
生
が
長
崎
に

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
学
年

も
1
年
生
か
ら
6
年
生
、
大

学
院
生
と
様
々
で
す
。
著
名

な
教
授
や
先
生
方
も
同
様
に

全
国
か
ら
い
ら
し
て
お
り
、

法
医
学
を
学
ぶ
場
と
し
て
全

国
レ
ベ
ル
の
会
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

大
き
な
目
玉
の
ひ
と
つ
が
、

1
日
目
に
出
さ
れ
る
『
症
例

ク
イ
ズ
』
と
、
そ
れ
に
対
す

る
2
日
目
の
グ
ル
ー
プ
発
表

で
す
。
今
年
も
例
年
の
ご
と

く
、「
突
然
死
の
症
例
」と「
腐

乱
死
体
」
の
2
つ
の
症
例
に

つ
い
て
、
振
り
分
け
ら
れ
た

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
死
因
や
死

亡
推
定
時
刻
な
ど
を
検
討
し

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
は
1
グ

ル
ー
プ
20
名
程
度
で
、
各
大

学
の
学
生
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

散
ら
ば
る
よ
う
に
組
ん
で
あ

り
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の

部
屋
を
回
っ
て
み
る
と
、
数

人
が
立
ち
上
が
っ
て
白
熱
し

た
議
論
を
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
・
書
記

な
ど
役
割
を
決
め
て
効
率
的

に
進
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
あ

り
、
教
科
書
や
自
作
プ
リ
ン

ト
を
ひ
っ
く
り
返
し
な
が
ら

ワ
イ
ワ
イ
と
話
し
合
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
あ
り
…
と
、
実

に
グ
ル
ー
プ
の
個
性
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
2
日
目
の
発

表
で
は
、同
じ
症
例
に
対
し
、

病
死
と
判
断
し
た
グ
ル
ー
プ

と
他
殺
と
判
断
し
た
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
、
な
か
な
か
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
良
問
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の
症
例
ク

イ
ズ
は
法
医
学
の
授
業
を
終

え
て
い
る
4
年
生
以
上
が
対

象
で
、
3
年
生
以
下
の
参
加

者
に
は
別
会
場
で
法
医
学
の

紹
介
や
、
長
崎
大
学
法
医
学

教
室
の
見
学
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
3
年
生

の
部
屋
は
盛
り
上
が
っ
た
ら

し
く
、
自
己
紹
介
だ
け
で
時

間
が
終
了
し
て
し
ま
っ
た
な

ん
て
ウ
ワ
サ
も
…
。

　

さ
て
、
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
も
う
ひ
と
つ
の

目
玉
が
、『
他
領
域
か
ら
見

た
法
医
学
』で
し
た
。「
行
政
」

「
警
察
」「
弁
護
士
」「
検
事
」

と
い
う
、
法
医
学
と
関
わ
り

の
深
い
4
つ
の
領
域
の
演
者

か
ら
、
法
医
学
と
の
接
点
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
く
企

画
で
し
た
。

　
「
行
政
」
の
立
場
か
ら
は
、

東
京
都
福
祉
保
健
局
の
小
竹

桃
子
先
生
が
、
東
京
都
に
お

け
る
死
因
究
明
制
度
に
つ
い

て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
都
に
は
監
察
医
制
度
が
あ

り
ま
す
。
終
戦
後
、
特
に
詳

し
く
調
べ
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
ま
ま
「
餓
死
」
と
さ
れ
る

人
が
多
か
っ
た
時
代
に
、「
本

当
に
こ
の
人
た
ち
は
餓
死
し

た
の
か
？
」
と
い
う
社
会
的

疑
問
か
ら
、
東
京
大
学
と
慶

応
大
学
に
検
案
が
委
託
さ
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
監
察
医
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
で

す
。
行
政
が
行
う
行
政
解
剖

の
意
義
は
大
き
く
二
つ
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
死
因
統
計
の

正
確
性
の
確
保
、
そ
し
て
、

犯
罪
死
の
見
逃
し
防
止
で

す
。
二
点
目
に
つ
い
て
は
、

事
故
・
自
殺
に
見
せ
か
け
た

殺
人
事
件
は
も
ち
ろ
ん
、
最

近
で
は
ガ
ス
周
辺
機
器
メ
ー

カ
ー
の
不
良
製
品
に
よ
る
死

亡
事
故
が
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
東
京
都
監
察
医

務
院
に
は
常
勤
医
が
12
名
、

非
常
勤
が
55
名
も
い
る
そ
う

で
す
が
、
検
案
は
年

1
3
0
0
0
件
、
解
剖
は
年

2
0
0
0
件
を
超
え
る
た

め
、
人
手
不
足
だ
と
か
。
確

か
に
、
一
日
換
算
す
る
と
す

ご
い
数
で
す
。
日
本
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
施
設
と
し
て
、「
人

が
受
け
る
最
後
の
医
療
」
で

あ
る
法
医
学
が
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
「
警
察
」
の
立
場
か
ら
は
、

長
崎
県
警
察
本
部
元
検
視
官

室
長
で
あ
る
中
根
純
一
郎
警

視
よ
り
、
長
崎
大
学
法
医
学

教
室
と
の
連
携
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長

崎
県
で
は
死
者
が
年

1
6
0
0
0
人
お
り
、
そ
の

う
ち
1
5
0
0
体
強
が
検
視

さ
れ
る
そ
う
で
す
。
長
崎
大

学
で
は
「
研
究
員
」
と
し
て

ポ
ス
ト
を
得
た
検
視
官
付
き

の
方
が
C
T
撮
影
を
行
い
、

医
師
に
読
影
・
最
終
診
断
を

依
頼
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
全
国
的
に
見
て

も
な
か
な
か
珍
し
い
連
携
だ

そ
う
で
す
が
、
ご
遺
体
の
死

因
究
明
を
目
的
と
し
た
取
り

組
み
で
す
。
中
根
警
視
は
、

C
T
は
今
で
は
検
視
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
と
お
話
し

さ
れ
、「
検
視
官
の
C
T
中

毒
」
と
い
う
池
松
教
授
の
言

葉
を
自
ら
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
事
実
、
C
T
か
ら
の

情
報
は
死
因
判
定
の
正
確
性

向
上
の
み
な
ら
ず
、
D
N
A

や
歯
型
に
次
ぐ
新
た
な
身
元

確
認
方
法
と
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
弁
護
士
」
の
立
場
か
ら

は
飯
田
直
樹
法
律
事
務
所
の

飯
田
直
樹
先
生
、「
検
事
」

の
立
場
か
ら
は
長
崎
地
方
検

察
庁
の
竹
山
翔
悟
検
事
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
こ
れ
ま
で
の
ご

経
験
と
法
医
学
と
の
接
点
に

つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
飯
田
先
生
は
、
被
害

者
遺
族
が
一
番
知
り
た
い
こ

と
は
、「
事
件
が
な
ぜ
起
こ
っ

た
の
か
」「
い
っ
た
い
ど
ん

な
事
件
だ
っ
た
の
か
」
で
あ

る
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
も
し
法
医
学
が
な
け
れ

ば
、ま
さ
に
死
人
に
口
な
し
、

裁
判
は
被
告
に
有
利
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
池
松
教

授
が
被
害
者
側
の
証
人
と
し

て
出
廷
し
、
法
医
学
的
に
事

件
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た

結
果
、
そ
れ
が
事
実
認
定
さ

れ
被
告
の
罪
が
認
め
ら
れ

た
、
と
い
う
実
際

の
裁
判
の
お
話

は
、
社
会
や
私
た

ち
一
般
市
民
に

と
っ
て
の
法
医
学

の
意
義
深
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
法
医
学

は
検
事
の
方
と
も

関
わ
り
ま
す
。
竹

山
検
事
の
お
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
司

法
解
剖
は
捜
査
の

出
発
点
」
だ
そ
う

で
す
。
被
疑
者
だ

け
で
な
く
目
撃
者

を
含
め
、
生
き
て

い
る
人
間
は
間
違

う
こ
と
が
あ
る
し
、
嘘
も
つ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
ご
遺
体
・
被
害
者
の
所

見
は
客
観
的
事
実
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。
…
竹
山
検
事

は
こ
れ
を
常
に
念
頭
に
置
い

て
、
関
係
者
の
証
言
に
よ
る

先
入
観
を
持
た
ず
、
客
観
的

事
実
を
踏
ま
え
て
捜
査
上
の

判
断
す
る
よ
う
努
め
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ど
の
領
域
も
確
か
に
医
学

に
近
い
も
の
で
す
が
、
こ
う

いっ
た
方
々
に
会
う
機
会
は
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
こ
の
企
画

は
参
加
者
の
方
か
ら
も
と
て

も
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
最
後
に
、
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
魅
力
と
し

て
、「
全
国
の
医
学
生
・
先

生
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
る

こ
と
」
を
挙
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
運
営
の
お
手
伝

い
を
し
つ
つ
、
ち
ゃ
っ
か
り

旭
川
医
大
や
北
里
大
学
、
新

潟
大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
・

先
生
た
ち
と
親
交
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
夜
の
懇
親
会
と

二
次
会
は
大
変
な
盛
り
上
が

り
で
し
た
よ
（
さ
ら
に
三
次

会
も
い
く
つ
か
開
催
さ
れ
て

い
た
と
か
）。
き
ち
ん
と
真

面
目
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
し
つ
つ
、
垣
根
の
な
い
フ

ラ
ン
ク
な
交
流
も
し
っ
か
り
！

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
や
人
間
関

係
、
環
境
が
生
ま
れ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

医
学
生
の
た
め
の
九
州
法
医
学
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

こ
ん
に
ち
は
。
医
学
科

4
年
の
吉
川
と
申
し
ま

す
。

　

今
回
僕
の
留
学
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
少
し

つ
ら
つ
ら
と
。

　

僕
は
現
在
、
ス
イ
ス
の

テ
ィ
チ
ー
ノ
州
立
ロ
カ
ル

ノ
病
理
機
関
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
細
胞
病
理
診
断
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
のFranco 

Fulciniti

先
生
の
ご
指
導

の
下
、
細
胞
診
を
主
軸
と

し
た
外
来
病
理
診
断
や
分

子
病
理
診
断
に
つ
い
て
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　

僕
は
普
段
、
病
院
の
病

理
診
断
学
科
（
い
わ
ゆ
る

第
二
病
理
）
の
教
室
に

通
っ
て
い
て
、
福
岡
先
生

を
始
め
い
ろ
ん
な
先
生
方

に
病
理
診
断
だ
と
そ
れ
に

関
わ
る
研
究
だ
と

か
に
つ
い
て
教
え

て
頂
い
て
い
ま

す
。
ご
存
じ
の
方

も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
病
理
診
断

科
に
は
国
内
外
を

問
わ
ず
様
々
な
大

学
や
病
院
か
ら
い

ろ
ん
な
方
々
が
訪

問
さ
れ
ま
す
。

Franco
先
生
も

そ
の
中
の
一
人

だ
っ
た
の
で
す

が
、
先
生
の
外

来
病
理
診
断
の

お
話
に
興
味
を

引
か
れ
、
以
前

か
ら
勉
強
し
に

行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
今

回
、
機
会
に
恵

ま
れ
、
ト
ビ
タ

テ
留
学
ジ
ャ
パ

ン
の
奨
学
金
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
し
て
、
多
少
の
紆
余

曲
折
や
艱
難
辛
苦
も
あ
り
ま

し
た
が
（
笑
）、
無
事
こ
ち

ら
に
留
学
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
部
の
2
─
3
年
で
み
な

さ
ん
も
習
っ
た
（
そ
し
て
苦

し
ま
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
笑
）

あ
の
病
理
で
観
察
し
て
い
た

の
は
い
わ
ゆ
る
組
織
病
理
の

標
本
で
、
病
理
診
断
に
は
他

に
細
胞
病
理
診
断
、
い
わ
ゆ

る
細
胞
診
と
い
う
分
野
も
あ

る
の
で
す
。
細
胞
診
で
は
体

液
や
血
液
、
腫
瘍
の
一
部
な

ど
を
、
掻
把
や
塗
抹
、
注
射

針
で
の
吸
引
（Fine 

needle aspiration, 

Ｆ
Ｎ

Ａ
と
呼
ば
れ
ま
す
）
で
採
取

し
て
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
細

胞
を
組
織
診
と
同
様
に
顕
微

鏡
で
観
察
し
、
病
変
や
疾
患

の
診
断
を
決
定
し
ま
す
。
基

本
的
に
切
ら
な
く
て
も
い
い

の
で
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が

す
こ
ぶ
る
軽
い
の
で
す
よ

ね
。
細
胞
診
が
活
躍
す
る
領

域
は
、
甲
状
腺
や
頚
部
リ
ン

パ
節
の
よ
う
な
体
表
に
近
い

と
こ
ろ
や
、
気
管
や
尿
路
、

子
宮
頸
の
よ
う
な
体
液
の
採

取
が
簡
単
な
と
こ
ろ
で
す

が
、他
に
も
胸
腔
、腹
腔
、肺
、

乳
腺
、
髄
液
な
ど
、
針
が
刺

せ
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
ほ
と

ん
ど
何
で
も
見
れ
る
よ
う
で

す
。Franco

先
生
も
Ｆ
Ｎ

Ａ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
の

で
す
が
、
肝
臓
の
腫
瘍
に
も

の
す
ご
く
長
い
注
射
針
を

使
っ
て
穿
刺
吸
引
し
て
い
る

と
き
は
、
さ
す
が
に
驚
き
ま

し
た
。
こ
ん
な
感
じ
で
、
外

来
病
理
診
断
の
見
学
を
さ
せ

て
頂
い
た
り
、
実
際
の
細
胞

診
の
症
例
の
診
断
に
関
わ
ら

せ
て
頂
い
た
り
、
過
去
の
レ

ア
ケ
ー
ス
の
標
本
を
見
な
が

ら
勉
強
し
た
り
、
丁

度
リ
ン
パ
腫
の
珍
し

い
症
例
が
あ
っ
た
の

で
症
例
報
告
の
論
文

を
書
か
せ
て
頂
い
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
病
理
の
話
を
し

ち
ゃ
う
の
も
な
ん
な

の
で
、
も
う
ち
ょ
い

楽
し
い
方
の
話
を
し

ま
し
ょ
う
か
ね
笑
。

　

ロ
カ
ル
ノ
で
の
生

活
な
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
寮
の
よ
う
な
も

の
が
な
か
っ
た
の
で
、

ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
金
銭
的

に
少
し
苦
し
か
っ
た
の
で

2
人
用
の
相
部
屋
を
借
り

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
な

ん
と
大
当
た
り
で
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
や
ベ
ル
ン

な
ど
の
他
の
街
か
ら
だ
け

で
な
く
、
ド
イ
ツ
や
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
世
界
中
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
人

と
、
国
の
話
を
し
た
り
、

隣
町
に
出
か
け
た
り
、
一

緒
に
ビ
ー
ル
を
飲
み
に

行
っ
た
り
、
週
末
に
そ
の

人
の
街
に
遊
び
に
行
っ
た

り
と
思
い
の
ほ
か
楽
し

か
っ
た
で
す
。
今
は
お
客

さ
ん
も
少
な
い
の
で
部
屋

を
独
占
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
ん
な
出
来

事
の
あ
と
だ
っ
た
の
で
な

お
の
こ
と
寂
し
い
で
す

笑
。

　

あ
と
、
ト
ビ
タ
テ
留
学

ジ
ャ
パ
ン
の
活
動
の
一
環

で
日
本
発
信
活
動
も
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
名
刺
配
り
な
ら

ぬ
扇
子
配
り
や
、
漢
字

ネ
ー
ミ
ン
グ
、
着
物
で
街

歩
き
な
ど
を
や
っ
て
き
ま

し
た
。
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
人
も
結
構
多
い
の
で
、

な
か
な
か
楽
し
い
で
す
。

　

積
も
る
話
も
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
が
、
と
り
あ

え
ず
今
回
は
こ
の
く
ら
い

で
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら

見
か
け
た
と
き
に
で
も
聞

い
て
く
だ
さ
い
な
。

留
学
紹
介

ホテルのルームメイトと隣町のアスコーナにて

Franco先生とミラノにて

Madonna del Sassoとロカルノの街並み

FNAの見学
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　こんにちは！今回も、前々回に引き続き長崎のおすすめスポットのコーナーです♡
　今冬は暖冬と言われていますが、やはり寒くなりましたね。寒い冬に街ゆくイルミネーションを見ると暖かい気持ちになりますね今回はキラキラした冬の長崎
を紹介していきたいと思います（*^^*）

☆グラバー園・水辺の森公園
　長崎で有名な観光地、グラバー園、長崎水辺の
森公園周辺がイルミネーションで彩られます。
　異国情緒溢れる伝統的建造物群のライトアップ
と共に、今年7月に世界遺産に決定した、「旧グラ
バー住宅」から世界三大夜景を一望できます！路
面電車ですぐに行けるところなので、ぜひ気軽に
足を運んでみてはいかがでしょうか。

☆長崎ランタンフェスティバル2016
　中国の旧正月を祝う行事「春節祭」を起源とする、長
崎の冬の一大風物詩「長崎ランタンフェスティバル」で
す。長崎新地中華街、湊公園、中央公園、眼鏡橋周辺、
浜市・観光通りアーケードなど長崎市内の中心部に約
15,000個にも及ぶランタン（中国提灯）や、大型オブジェ
が幻想的に飾られます。毎年、期間中は毎日各会場で、
龍踊り、中国雑技、二胡演奏など、中国色豊かなイベント
も行われています。今年度は、2月8日㈪～22日㈪に開催
されるようです。他県からも沢山見に来られるお祭りなの
で、長崎にいる間にぜひ見に行かれてください（^^）

☆ハウステンボス
　そして、長崎のテーマパークといえばここです
ね。光の王国、ハウステンボスです！昼は、オランダ
風の街並みや四季折々の花を、夜は、世界最大級の
イルミネーションを、といった昼夜で違った楽しみ
方ができるところが魅力です。最近では、日本一の
高さ66mから流れ落ちる大迫力の「光の滝」や、光

の海へダイブす
る「 光 の バ ン
ジ ー ジ ャ ン
プ」、「光と噴
水 の 運 河 」と
いった新しいス
ポットが登場し
たそうです。ほ
かにも「光の宮
殿」や「3Dプ
ロジェクション
マッピング」な
ど見どころが沢
山あります！

編
集
後
記

　
今
回
は
「
長
崎
大
学
医
学
部
生
、
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
ま
す
!!
」

を
担
当
し
ま
し
た
、
熊
谷
で
す
。
自
分
で
自
分
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す

る
と
い
う
大
胆
（
？
）
な
形
式
で
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
読
者
の
皆
さ
ん
も
、
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
私
た
ち
新
聞
部
員
に
声
を
か
け
て
、
ど
ん
ど
ん

「
ぐ
び
ろ
が
新
聞
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
♪�

 （
熊
谷
知
香
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
今
回
は
定
期
演
奏
会
の
記
事
と
留
学
便
り
を
担
当
し
ま
し
た
！
僕
自

身
、
今
年
も
長
崎
の
い
ろ
ん
な
場
所
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
振
り

返
る
と
と
て
も
充
実
し
た
1
年
間
で
し
た
a
室
内
合
奏
団
、
演
奏
依
頼

ど
し
ど
し
募
集
中
で
す
♬ 

今
回
の
新
聞
も
た
く
さ
ん
の
見
所
が
あ
り

ま
す
の
で
、
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
a （
松
本
学
）
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2
0
1
5
年
は
新
聞
部
も
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
！
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

メ
ン
バ
ー
で
紙
面
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
新
聞
部

生
活
は
残
り
少
な
い
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な
記
事
を
書
い
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！�

（
市
川
宏
美
）
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C
B
T
も
無
事
に
終
わ
り
、
年
明
け
か
ら
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
早

ま
っ
た
ポ
リ
ク
リ
が
始
ま
り
ま
す
。
2
0
1
6
年
も
去
年
以
上
に
充
実

し
た
1
年
に
し
た
い
で
す
！�

（
野
本
和
宏
）
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長
大
祭
に
テ
ス
ト
に
大
忙
し
の
11
、
12
月
で
し
た
。
今
は
色
々
と
落

ち
着
い
て
こ
た
つ
で
ぬ
く
ぬ
く
し
て
お
り
ま
す
d
2
0
1
6
年
も
学
生

の
活
動
紹
介
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
の
記
事
を
活
発
に
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
萩
野
恵
梨
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
3
年
生
は
年
内
に
テ
ス
ト
も
終
わ
り
、
新
年
か
ら
は
リ
サ
ー
チ
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
テ
ス
ト
期
間
低
下
し
て
い
た
Q
O
L
を
し
っ
か
り
取
り
戻

し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
次
回
の
精
神
科
セ
ミ
ナ
ー
は
、
来
年
度

で
す
。
し
ば
ら
く
先
に
な
り
ま
す
が
、
ま
た
告
知
を
し
ま
す
の
で
興
味

が
あ
っ
た
ら
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！�

（
山
本
侑
季
）
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ク
リ
ス
マ
ス
は
試
験
と
共
に
過
ご
し
ま
し
た
、
和
田
で
す
a
｛
笑
｝

毎
日
寒
い
日
が
続
き
ま
す
ね
!
今
日
の
お
料
理
コ
ー
ナ
ー
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
版
♥
甘
～
い
お
菓
子
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
～
！�

（
和
田
澄
華
）
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今
回
は
長
大
祭
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
2
0
1
5
年

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
い
こ
と
も
、
わ
る
い
こ
と
も

笑
。

　
2
0
1
6
年
は
い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！�

（
松
島
俊
樹
）

〇手順（作業時間　約 15分）
①まず、オーブンを180度で余熱しておきましょう。
②予熱が完了する間に、作業を行いましょう♪ケーキ型にオー
ブンシートを敷きます。
③ボウルに卵を入れて割りほぐします。
④③に残りの材料を加えます。（生クルミは包丁ですこし砕いて
使いましょう♪♪）

⑤生地がしっとりとしてきたら、②で準備しておいた型に流し込
みます。
⑥オーブンの予熱が完了した後、180度で30分焼きます。
⑦焼きあがったケーキを型から外し、熱が冷めるまで待ちます。
⑧粉砂糖を上から散らして、出来上がり♡（イメージは粉雪♡）

はじめてのレシピシリーズ

♡一人暮らしのお料理♡

「
日
々
の
感
謝
を
伝
え
よ
う
♡
♡
」

　

み
な
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
今
年
も
本
コ
ー
ナ
ー
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
♪

　

さ
て
さ
て
、
次
に
き
た
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
う

♡
ハ
ッ
ピ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
！
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
お
友
達
に
、
は
た
ま
た
、
大
切
な
あ
の
人
に
、

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
・
・
・
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
お
料
理
コ
ー
ナ
ー
は
バ
レ

ン
タ
イ
ン
編
！

（*^^*）

　

真
心
を
た
っ
く
さ
ん
こ
め
て
、
い
ざ
っ
♪

ふわふわしっとり♥かんたんシフォンケーキ　～ココアとナッツのハーモニー～
〇材料（ホール 1個分） 
　ホットケーキミックス（100ｇ）、玉子（1個）、砂糖（30ｇ）、
　サラダ油（50㏄）、ココア粉（10ｇ）、生クルミ（ｇはお好みで）
〇仕上げ　粉砂糖（適量）
〇道具 　ケーキ型、オーブンシート

〇今回のお料理コーナーはバレンタイン編♪
　みなさんの思いが、大切な人に伝わりますよう
に♥

　それではみなさん、イベント沢山な冬を楽しみ、お身体に気をつけてお過ごしください（*^^*）

  冬の長崎特集  


